
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

健康運動実践指導者 ③ 　　  7人 　　　2人

人 NESTAトレーナー ③ 6人 　　　2人
人 NSCAトレーナー ③ 8人 　　　1人
人
％

％

（令和 3

6 名 9.4 ％

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

https://www.yokohamaymca.ac.jp/sports/contents/sports-trainer/

■中退防止・中退者支援のための取組
半期に一度クラス担任が個別面談を行う。　また、出席不良者には早期に個別面談を実施する。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有・無
特待生制度　、　横浜YMCA奨学金制度

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有・無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率
令和元年4月1日時点において、在学者31名（令和元年3月1日入学者を含む）
令和4年3月31日時点において、在学者37名（令和4年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更　学習意欲減退

就職等の
状況※２

■就職指導内容
・業界人事担当者によるセミナー開催　　校内合同企業説明会開
催　　　　・SPI試験　履歴書作成サポート　模擬面接の実施

■卒業者数 31
■就職希望者数 31

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

令和4年4月1日 時点の情報）

■国家資格・検定/その他・民間検定等
スポーツクラブ　スポーツジム　リラクゼーション施設　福祉業界
等

（令和3年度卒業者に関する令和4年4月1日時点の情報）

： 90 ※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得す
るもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　3名

年度卒業者に関する

■就職者数 28
■就職率　　  　　　 　　　　 90
■卒業者に占める就職者の割合

長期休み

■学年始：  4月 1日
■夏　 季：  8月15日～8月31日
■冬　 季：12月21日～1月  7日
■学年末：  3月 1日～3月 31日

卒業・進級
条件

・年間に開講される必修科目の総単位数の80％以上取得
・専門領域における必修科目の総単位数の80％以上取得
・卒業学年次においては卒業レポートを指定日までに提出
且つ発表及び審査に合格

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ・スポーツ指導ボランティア

・スポーツイベントボランティア担任と定期的な面談実施　年1回の保護者を交えての面談実
施

■サークル活動： 有

学期制度
■１学期：4月  1日～9月30日
■２学期：10月1日～3月31日 成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
試験結果・授業態度・日常評価・出席状況を総合判断し、6割以上
の評価で単位認定

120人 96人 0人 3人 49人 52人

- 960
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
3990 2220 240 1560

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養 文化・教養専門課程 スポーツトレーナー科
平成12年文部科学省

告示　第17号
-

学科の目的
YMCAの精神を生かし、健やかな心と身体を育み、平和で公正な社会の担い手となる為に、スポーツ・リラクゼーション施設、治療院等、企業と連携を図り
つつ、実務に関する専門的かつ実践的な知識・技術を習得し、スポーツトレーナーとして、幅広くスポーツ支援のできる人材を養成する。

045-864-4990
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人横浜YMCA 平成5年9月6日 理事長　工藤誠一
〒244-0816
神奈川県横浜市戸塚区上倉田町769-24

（電話）

横浜YMCAスポーツ
専門　学校

平成5年9月6日 寺内章一郎
〒244-0816
神奈川県横浜市戸塚区上倉田町769-24

（電話） 045-864-4990

（別紙様式４）

令和4年7月1日※１
（前回公表年月日：令和3年7月10日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

③

②
③

（年間の開催数及び開催時期）

藤澤　如子 横浜YMCAスポーツ専門学校　スポーツトレーナー科　学科主任 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

学生は、授業を通し、実習承諾書(協定書)を交わした施設において、その内容に基づき、担当施設職員により指導、援助
を受けて実習を行う。教員は実習先を定期的に巡回し、施設担当職員より報告を受け、可能な範囲での監督・助言を行
い、学生が施設において適切な実習が行えるように指導する。教員は各実習先より報告される日常業務の遂行状況と実
習評価、及び学生の自己評価とレポートの内容等を総合的に判断し、学習成果として評価する。

第１回　令和3年9月21日　14：10～15：10
第２回　令和4年3月17日　14：10～15：10　(リモートにて実施)

勝田　雅文 かつた接骨院　医院長 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

上代　圭子 東京国際大学商学部　専任講師 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

瀬戸　俊孝 湘南とつかYMCA ウェルネススポーツクラブ　チーフ 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基
本方針
本校はスポーツトレーナー及びスポーツインストラクターを養成する専門学校である。
健康運動実践指導者養成校として資格取得に必要なカリキュラムとして示されている内容を網羅し、カリキュラムとして編成する。さらに卒業後、円滑に卒業人として職務の遂行ができ
るよう指定カリキュラムの範囲はもちろんその周辺知識においても必要に応じて学習に取り入れていく。また、職業現場で必要とされる知識・技術については、スポーツ業界における人
材の専門性や新たに必要となる実務に関する知識・技術について、職業現場との連携を保ちつつ情報収集を図り、教育課程に反映させる。その為に業界有識者やスポーツ施設の実
務者等により組織され、年間2回実施する教育課程編成委員会での意見交換や、スポーツトレーナー実務を経験するインターシップ等の現場実習先における教員の研修等も積極的に
活用し、学校独自の教育課程を編成するものとする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

現場の有識者や地域の現場関係の意見を取り入れ、校長や学校のカリキュラム担当者が、授業内容に反映させるか協
議し検討後に反映させるかどうかを理事会に諮り、校長が最終決定する

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

授業を通して、知識・技術を身につけた上で、スポーツトレーナー現場と連携し、現場実習を行う。スポーツトレーナーの
業務理解・現場理解を深め、スポーツトレーナーとしての実践力を養うことを目的としている。各科目ごとに目的・目標を
設定、段階的に学ぶ。

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（9月、3月）

寺内　章一郎 横浜YMCAスポーツ専門学校　校長 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

令和2年5月1日現在

名　前 所　　　属 任期

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

宮本　倍幸 横浜YMCAスポーツ専門学校　スポーツインストラクター科　学科主任 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

2021年度の振り返りと学期末試験評価方法（GPA）についての確認。
2022年度学事歴の確認と、職員体制についての報告。

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。



②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「　救急蘇生法　CPR実践講習　」（連携企業等：公益財団法人横浜YMCA健康教育事業部　）
期間：令和3年7月3日　　　　　　         対象：専門学校教職員
内容：　救急蘇生法並びに応急処置について実技研修を実施

研修名「第71回日本体育学会」（連携企業等：　一般社団法人日本体育学会　）
新型コロナウイルスの影響により未実施

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「スポーツコンディショニングセミナー」（連携企業等：神奈川県専修学校各種学校協会）
期間：令和4年2月23日　　　　　　対象：スポーツインストラクター科の教員
内容：ケガに苦しまない・ケガをしない為のコンディショニングトレーニング

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「　コロナ禍から考える多文化共生のあり方　」（連携企業等：特定非営利活動法人かながわ外国人すまいサポー
トセンター）
期間：令和2年9月8日～22日Web会議　　　　　　対象：　専門学校教職員
内容：多様な人々がともに生きる世界を目指して:

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係
（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
　教職員研修規程に基づき、教員は専門科目の実務に関する知識・技術、その教授方法について、また多様化する学生への指導などに対する研
鑽を深めるために、定期的及び継続的に研修・研究の機会を持つ。専門科目は日進月歩で変化、進化している現代では、常に研修等を通して新
しい情報を収集し、職業現場をめざす学生に、時事に沿った適切な授業内容を提供することが必要である。実際に職業現場において求められる
人物像を正しく理解するために現場を実際に訪問し、生きた情報を指導者が得る機会を持ち、授業の改善に役立てるものとする。
　また、自らテーマを持ち、研究をすることにより、疑問や関心事を明らかにすることは教育現場を預かる教員として当然の態度であり、それを学
校として支援することは理念を掲げる専門教育を行っている学校として極めて重要である。特に、現場の声が学べる現場担当者や有識者の講演
会等が含まれる学会や、日本体育学会等が実施する研修などは、教員同士の情報交換等により授業力向上につながることから、積極的な参加
を勧める。近年特に多様化し、学生のあいだにも学力に大きな開きが見られるようになった。教員の指導力には今後ますます柔軟性が求められ
ることから、専門分野に限らない、様々な対象者への講義・指導をも学校として研修と位置付け、学生対応や授業展開の改善に役立てるものとす
る。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

インターンシップ（3年
次）

2年次までの学習を踏まえ、卒業後の進路を見据え、専門分野で現場実習を行います。
自分の目標とする進路でどんな業務が行われているのか、また必要なのか、具体的に
見聞きし、体験させていただく機会を得させてもらうことを目的とし、実践的に現場で活躍
できるような環境を提供していただくように゜している。

カラダファクトリー戸塚モディ　カルドグラン新横浜
公文国際高校　ザムロッド本厚木　ライフテック平塚
ゴールドジム戸塚　大森スポーツセンター　横浜泉ス
ポーツセンター　関東学院　保土ヶ谷ミニバスケット
ボ 等

トレーナー現場実習(2
年次)

専門性を高める為のボランティア活動に積極的に参加する
湘南とつかYMCA 横浜中央YMCA 厚木YMCA 藤沢
YMCA 横浜北YMCA 横須賀YMCA とつかスポーツ
センター　横浜ビーコルセアーズ　横浜Fマリノス

インターンシップ（2年
次）

卒業後の進路を見据え、専門分野で現場実習を行い、その過程で学校にはないリラク
ゼーション施設や治療院あるいは、スポーツチーム活動現場などで接客指導や施設運
営管理、リラクゼーション技術、施術、リハビリの必要な選手の練習計画作成、ストレッチ
の手法やテーピング技術等を学びます。

戸塚もみくる　とどろきアリーナ　ワンサードフィットネ
ス　カラダリズム上大岡　ウェルネスコンプレックス
りらくララポート平塚　電通アメフトチーム　他10ヶ所

トレーナー現場実習(1
年次)

専門性を高める為のボランティア活動に積極的に参加する
湘南とつかYMCA 横浜中央YMCA 厚木YMCA 藤沢
YMCA 横浜北YMCA 横須賀YMCA とつかスポーツ
センター　横浜ビーコルセアーズ　横浜Fマリノス

フィールドワーク

積極的に自己の資質を磨く機会として各自が現場体験を行い、その過程で通常の授業
では得られにくいリラクゼーション施設や治療院などで接客指導、施設運営管理、リラク
ゼーション技術、施術等を学びます。また、社会の常識、対人コミュニケーション、挨拶・
服装などの社会人としての基本的なマナーを身に付けることを目的とします。

コールドジム戸塚店　INSPA戸塚店　かつた接骨院
株式会社リラックス　ベネッセスタイルケア　コンディ
ショニング・プロ　ゴールドジム戸塚店　CORTISパー
ソナルジム　ビーマスポーツ　NASスポーツクラブ
他12ヶ所

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。



※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
・インターンシップ等で知り得た個人情報についての漏洩防止や管理方法について卒業後も各自の意識として持てるように支援していけるようにと助言をいただき、実習オリエンテー
ション時に個人情報の取扱い注意事項をペーパーベースで作成し配布説明していく。
・在学中に取得可能な資格をもっと学生へ分かりやすく伝えるようにという意見をいただき、現在の資格の名称と内容一覧に加え、就職先に合わせた活用方法の解説を加える。
・就職状況の詳細を視覚的に分かりやすく伝える工夫や就職への動機付けを早めに高められるとインターンシップへの取り組みが変わってくるのではないかという意見をいただき、就
職状況をグラフ化して、内容別に識別しやすくする。また、現状の卒業年度毎の就職先一覧に加え、就職先企業・施設毎の卒業生就職一覧を作成し、インターンシップを実施する実習
先が就職先に成り得ることを明確にしていく。

（９）法令等の遵守
・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか　　・個人情報に関し、その保護のた
めの対策がとられているか
・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 　　・自己評価結果を公開しているか

（１０）社会貢献・地域貢献
・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか　　・生徒のボランティア活動を奨
励、支援しているか
・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等）の受託等を積極的に実施しているか

（１１）国際交流 記載なし

（６）教育環境
・施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか
・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか
・防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集
・学生募集活動は、適正に行われているか　　・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられてい
るか
・学納金は妥当なものとなっているか

（８）財務
・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか　・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなって
いるか
・財務について会計監査が適正に行われているか　　・財務情報公開の体制整備はできているか

（３）教育活動

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか
・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の
確保は明確にされているか
・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか
・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されているか
・関連分野の企業・関係施設等、業界団体等の連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われているか
・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられている
か
・授業評価の実施・評価体制はあるか  ・職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか
・成績評価・単位認定の基準は明確になっているか　　・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されて
いるか
・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の
確保は明確にされているか。
・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか
・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されているか
・関連分野の企業・関係施設等、業界団体等の連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われているか
・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられている
か
・授業評価の実施・評価体制はあるか　　・職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか
・成績評価・単位認定の基準は明確になっているか　　・資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけは
あるか
・人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか
・関連分野における業界との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマネジメントが行われて
いるか
・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上のための取組が行
われているか
・職員の能力開発のための研修等が行われているか

（４）学修成果

・就職率の向上が図られているか　　・資格取得率の向上が図られているか
・進学率の低減が図られているか　　・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか。就職率の向上が
図られているか

（５）学生支援

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか　　・学生相談に関する体制は整備されているか
・学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか　　・学生の健康管理を担う組織体制はあるか
・課外活動に対する支援体制は整備されているか　・学生の生活環境への支援は行われているか
・保護者と適切に連携しているか　　・卒業生への支援体制はあるか　　・社会人のニーズを踏まえた教育
環境が整備されているか
・高校、高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標

・理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野における職業教育の特色は何か）
・学校における職業教育の特色は何か　　・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いている
か
・理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか
・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか

（２）学校運営

・目的等に沿った運営方針が策定されているか  ・事業計画に沿った運営方針が策定されているか
・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか
・人事、給与に関する制度は整備されているか
・教務、財務等の組織整備など意識決定システムは整備されているか
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか
・教育活動に関する情報公開が適切にされているか  ・情報システム化等による業務の効率化が図られているか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
（１）学校関係者評価の基本方針
　実践的な職業教育等を目的とした教育活動その他、学校運営について社会のニーズを踏まえた目標設定をし、評価・公表をすることにより組織
的・継続的な改善を図る。卒業生等の学校関係者の他、関係業界や地域との連携により専修学校作りを行う。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



種別

企業等

卒業生

企業等

卒業生

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取り組み状況
・課外活動について

（６）学生の生活支援 ・学生の支援状況

（７）学生納付金・修学支援 ・学生納付金（金額　内訳）、納入時期、経済的支援等

（２）各学科等の教育
・入学者数、収容定員、卒業・評価の基準
・カリキュラム、時間割、年間授業計画　　・進級・卒業の要件および評価基準

（３）教職員
・教職員数（職名別）担当科目等
・研修活動や当該専門教育を担当するにあたり専門性に関する情報

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・実習への取り組み状況
・就労支援への取り組み支援

（１１）その他 なし

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL: https://www.yokohamaymca.ac.jp/sports/about/information/

（８）学校の財務 ・貸借対照表　　・決算資金収支計算書　　・事業消費収支計算書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価
・委員会記録

（１０）国際連携の状況 なし

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

・インターネット環境では個人情報含めたセキュリティー強化は昨年課題として取り上げたがどのように改善されたのかの意見をいただき、学校内のパソコンのウィルスソフトの更新を
定期的に実施している旨の報告を行う。更にはSNS研修を充実させていくことや、学生には一人一台のノートパソコンの整備をしていく必要性について、オンライン授業やオンデマンド
での授業に対応しうる環境整備に早急に取り組んでいくことへの確認していく
・就職状況の詳細を視覚的に分かりやすく伝える工夫や就職への動機付けを早めに高められるとインターンシップへの取り組みが変わってくるのではないかという意見をいただき、就
職状況をグラフ化して、内容別に識別しやすくする。また、現状の卒業年度毎の就職先一覧に加え、就職先企業・施設毎の卒業生就職一覧を作成し、インターンシップを実施する実習
先が就職先に成り得ることを明確にしていく。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校の教育方針および目標、特色、経営方針　　・校長名、所在地、連絡先
・学校の沿革、歴史　　・諸活動について

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

URL: https://www.yokohamaymca.ac.jp/sports/about/information/
公表時期：令和4年7月1日
５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況

日原　裕太 MBC横浜トレーニングジム　代表 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

新田　恵斗 医療法人社団　山王リハビリテーション 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

勝田　雅文 かつた接骨院　医院長 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

瀬戸　俊孝 湘南とつかYMCA健康教育部 令和4年4月1日～令和6年3月31日（2年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　令和2年5月1日現在

名　前 所　　　属 任期
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1 〇 キリスト教概論
キリスト教が伝える神、人間、自然などに関する基礎的
な概念や教えなどを理解。聖書研究や歴史背景にも触れ
ていく。

1
前

30 2 〇 〇 〇

2 〇 体育調査論
体育・スポーツ分野に関する調査及び研究についての学
習 レポート・論文への理解を深め、統計的検定、論文
の構成、抄録と発表準備について進めていく

3
前

30 2 〇 〇 〇

3 〇 解剖生理学
トレーナーの基礎となる身体のしくみを理解すること
や、数多くのスポーツ場面、リハビリテーションの場面
に沿って人体の機能、構造について学ぶ

1
前

30 2 〇 〇 〇

4 〇 スポーツ生理学
解剖生理学・運動生理学を基礎に、スポーツに関連する
生理学を科学的に学び、指導の現場で実践できる知識を
身に付ける

2
通

60 4 〇 〇 〇

5 〇 スポーツと栄養

栄養素の基礎知識、栄養と食品、食品から料理へと幅を
拡げ、自分自身の健康づくりを目標に学習する。「食べ
る内容と食べるタイミングで変わる体力づくり」や、幼
児からジュニア、高齢者などのライフサイクルにおける
食事摂取基準の違いを指導者の立場として学ぶ

1
通

60 4 〇 〇 〇

6 〇 スポーツと医学
ケガ予防や疾病等に関する知識・症例を紹介する。知識
を得る段階から、活用する・指導する(アウトプット)が
出来るようにしていく。

1
通

60 4 〇 〇 〇

7 〇 発育発達論

人間の一般的な身体の形態的・機能的変化、すなわち発
育・発達、老化について学習していくとともに、運動と
の関連性についても学ぶ。高齢社会の到来に伴い、加齢
や老化についても焦点をあて講義を進めていく

2
前

30 2 〇 〇 〇

8 〇 運動生理学
解剖生理学で学ぶ人体の機能・構造を理解し、運動する
ことでどのような生理学的な変化を起こすのかを学び、
理解する

1
前

30 2 〇 〇 〇

9 〇 ウェルネス概論
健康行動における諸理論の学習、健康行動を規定する要
因についての理解、健康プログラムの構成の仕方、プロ
グラムの効果評価について学習する

3
後

30 2 〇 〇 〇

10 〇 東洋医学臨床論
東洋医学は、2000年前の黄河文明において発祥し、現在
に伝承されてきた鍼灸、漢方、導引按などを指す。本科
目では、東洋医学の考え方、実践の仕方について学ぶ

3
通

60 4 〇 〇 〇

11 〇 スポーツ社会学
在学期、在職期あるいは家庭生活や地域生活の中で、
人々は様々なスポーツに関わる。このスポーツが社会と
どのような関係を持ち、成立しいるのかについて学ぶ

2
通

60 4 〇 〇 〇

12 〇 スポーツ心理学

試合で結果を出すには、「心」「技」「体」が必要とい
われる。が、そもそも心とは何か。スポーツ心理学では
「心理的スキル」という。「スキル/技術 」とは、「訓
練」すれば高めることが出来るということを学ぶ

2
通

60 4 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（文化・教養専門課程スポーツトレーナー学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
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13 〇 スポーツ方法論
身体の構造と仕組み、及び運動と身体の仕組みを理解
し、健康・体力を高めるための知識と方法論について学
ぶ

2
前

30 2 〇 〇 〇

14 〇 スポーツ指導論
コーチ、指導者に求められる能力とは何か。更にはコー
チングの方法を客観性の高い知見によって検証していく

2
後

30 2 〇 〇 〇

15 〇 社会体育概論
体育、スポーツ、フィットネスの現状について知り、そ
の問題点について考える。また、関連した健康問題につ
いて理解を深める。

2
前

30 2 〇 〇 〇

16 〇 スポーツ経営学

スポーツ組織の経営の為に必要な考え方や基本的知識を
体育・スポーツ経営学をもとに理解する。営利、非営利
にとらわれず様々な事例を通じて、幅広いスポーツ経営
の実践を概観する。

3
通

60 4 〇 〇 〇

17 〇
スポーツ産業
論

スポーツ産業(フィットネスクラブ、スイミングクラブ、
スポーツ用品、プロスポーツ等)の歴史・現状について学
習する。また、スポーツ産業のマネジメント、マーケ
ティングについて学習する

2
後

30 2 〇 〇 〇

18 〇
現代スポーツ
論

現代スポーツの現状と課題について具体的な事例を挙げ
ながら、様々な視点からの考察や課題の解決方法につい
て学ぶ。特に障がい者スポーツのマネジメントについて
重点を置く

3
通

60 4 〇 〇 〇

19 〇 環境教育論
地球環境問題に関わる基礎的概念の習得 SDGsの基礎学
習　野外活動の基礎についても学びを深める

1
後

30 2 〇 〇 〇

20 〇 パソコンⅠ
業務処理を支障なく遂行できるために必要なパソコンス
キルの習得 ワープロソフトを使いタッチタイピング練
習、基本的ビジネス文章作成練習

1
通

60 4 〇 〇 〇

21 〇 パソコンⅡ
ワードでは仕事で活かせる丁寧なタイピングと分かり易
い文章作成を目指し、パワーポイントでは丁寧なプレゼ
ンテーションを目指す

2
通

60 4 〇 〇 〇

22 〇 パソコンⅢ
一般教養としての情報リテラシーではなく、就職後の業
務に際して必要なスキルをしっかりと身に付ける Excel
により表計算技能の習得

3
通

60 4 〇 〇 〇

23 〇 接遇マナー
1.スピタリティの概念と文化2.社会人としての基本的な
マナー3.指導者としてのホスピタリティマインド理解4.
清潔感と笑顔の実践5.ベストドレッサーの意識

1
前

30 2 〇 △ 〇 〇

24 〇
トレーナー実
習Ⅰ

スポーツの現場で活用されているテーピングについて
の基礎的技術を習得し、現場でのトレーナー活動に役立
てられるようにする。スポーツ現場で多く発生する足関
節捻挫に注目し基礎的技術を反復し習得していく。

1
通

60 4 〇 〇 〇

25 〇
トレーナー実
習Ⅱ

スポーツ現場のトレーナー活動において、選手のフィ
ジカル面での問題点に気付き効果的なコンディショニン
グケアが出来るようにストレッチ、徒手的エクササイ
ズ、テーピング、モビライゼーション、トレーニングに
ついて知識と技術を向上させる。

2
通

30 4 〇 〇 〇

26 〇
トレーナー理
論Ⅰ

スポーツの現場に関わるアスレティックトレーナーとし
て必要な知識と技術を習得する。トレーナーとしてス
ポーツ選手の健康管理にどのように関わるのか、スポー
ツ現場で多く発生する足関節捻挫に注目し、受傷から競
技復帰までの一連のつながりの中で講義を展開し、ス
ポーツ傷害に対応できる知識と技術を習得していく。

1
通

60 4 〇 〇 〇



27 〇
トレーナー理
論Ⅱ

スポーツの現場に関わるアスレティックトレーナーとし
て必要な知識と技術を習得する。トレーナーとしてス
ポーツ選手の健康管理にどのように関わるのか、下肢に
焦点をあて、足部／下腿／大腿／股関節部の解剖学的構
造、傷害発生メカニズム、傷害評価、リハビリの知識と
技術を習得していく。

2
通

60 4 〇 〇 〇

28 〇
トレーニング
理論

ピリオダイゼーションに基づいて、各周期ごとに適切な
トレーニングを組み立てることができるようにする。帰
納法的な学習形態をとる。指導に必要となる知識、技術
を総合的に、なおかつ時系列で学ぶ。アシスタントト
レーナーのサポート役として現場で指導ができるに足り
る技量（幅広い知識と指導技術、マナー）を身に付け
る。

1
通

60 4 〇 〇 〇

29 〇 救急蘇生法

救急蘇生法に関する基礎的知識と技術の習得。MFA資格取
得に必要な知識及び技術の習得、健康運動実践指導者筆
記試験内容の一部理解。1.救急蘇生法に関する基礎知識
2.人工呼吸と心臓マッサージ3.けがと病気

1
後

30 1 〇 〇 〇

30 〇
トレーニング
科学

トレーニングをするうえで最低限必要になる知識の定着
を目指す。また、対象者の目的に応じたトレーニングを
提案できるようにする。科学的にトレーニングをおこな
うことはどういうことか、解剖・生理学的知識から理解
し、トレーニングを提案するための基礎的知識を身につ
ける。

2
後

30 2 〇 〇 〇

31 〇 測定評価Ⅰ

新体力テストを中心に測定の目的、意義、実施方法、評
価方法を学び、的確に測定と評価を実施することができ
る人材を養成する（健康運動実践指導者取得に向けた内
容中心）

1
集

30 2 〇 〇 〇

32 〇 測定評価Ⅱ
様々な測定の目的、意義、実施方法、評価方法を学び、
的確に測定と評価を実施することができる人材を養成す
る（健康運動実践指導者取得に向けた内容中心）

2
前

30 2 〇 〇 〇

33 〇 ボディケアⅡ

トレーニングプログラムデザインの作成のための基礎知識を高め
るとともに、卒業後、指導現場で生かせる資料をケーススタディ
を用い具体的トレーニングプログラムを作成します。また、その
内容に関係する最近のスポーツの話題、講師本人の指導体験談を
取り入れて、より具体化を図ります。

2
通

30 4 〇 〇 〇

34 〇 ボディケアⅢ

各種トレーニングの特徴を理解して、個人への適切なプ
ログラムを作成する。個人の個別性を考え、トレーニン
グの特異性を理解し、的確なプログラミングとその解説
ができるようになる。

3
通

60 4 〇 〇 〇

35 〇
アスレティッ
ク リ ハ ビ リ
テーション

選手一人一人に対する適切なリハビリテーションメ
ニューを計画・実施するためにも、傷害発生メカニズム
から傷害評価についても学ぶ。また各部位に対するト
リートメント方法についても学ぶ。

2
通

60 4 〇 〇 〇

36 〇 運動処方

講義前半では、「ある目的のために運動しようとする場合に、目標達成のた
めに最も適した運動の内容を規定」する運動処方について、基礎的知識を身
につける。そして講義後半では、対象者の年齢や健康状態などを考慮して、
安全で効果的な運動プログラムを提供できるようにする。また、健康関連の
体力テストを自身で経験し、運動プログラムの作成に必要な知識や指導法を
身につけていく。

2
前

30 2 〇 〇 〇

37 〇
カウンセリン
グの方法

アスリートの心理状態を理解する方法を学ぶ。それぞれ
の年代、性別、競技レベルにおいてのアスリートの心理
状況を理解する方法を学ぶび、様々な状況のアスリート
の心理状況を理解することにより、トレーナーとしての
活動に生かせるようになる。

3
通

60 4 〇 〇 〇

38 〇 機能解剖

身体の動きに、それぞれの筋肉がどう作用しているかを
理解していく。身体を動かす基本的な構造、筋、骨の知
識を使用し、テーピングやストレッチ等の実技等に生か
せるようになる。

1
通

60 4 〇 〇 〇

39 〇
トータルコン
ディショニン
グⅠ

世界規模のパーソナルトレーナー資格、ＮＳＣＡ－ＣＰ
Ｔ取得に向けた知識と技術を学ぶ。トレーナーとして必
要な知識（生理学、解剖学、栄養学等）、技術（自重エ
クササイズ、ボールエクササイズ、ストレッチ）を身に
つける。

2
通

60 4 〇 〇 〇

40 〇
トータルコン
ディショニン
グⅡ

フィットネス分野における「ダイエット（減脂肪）」
「ロコも予防（介護予防）」の基本と実践を学ぶこと
で、プロトレーナーとしての幅を広げる。

3
通

60 4 〇 〇 〇



41 〇 種目別対応
それぞれの種目において、その種奥の特性、それに伴う
障害や外傷、その対処方法を理解する。それぞれがテー
マとなる種目を決め、リサーチし発表する。

3
通

60 4 〇 〇 〇

42 〇 健運対策講座
健康運動実践指導者資格の取得に向けて実技及び座学に
ついて対策を練っていく

3
後

30 2 〇 〇 〇

43 〇
バイオメカニ
クス

スポーツをはじめとした身体動作をバイオメカニクス的
に解釈するために必要な力学の基礎を学ぶ

3
後

60 4 〇 〇 〇

44 〇
トレーニング
実技Ⅰ

各部位におけるトレーニングの適切なフォームを習得す
る。基本的なトレーニングを中心に講義を進めていき、
実技中心だが、理論も行う。

1
通

60 2 〇 〇 〇

45 〇
トレーニング
実技Ⅱ

理論と並行して実技を行い、正しい実技を行いながら指
導ポイントや指導力を養う。将来の指導に役に立つ理論
と実技経験と指導実践を磨く。

2
通

60 2 〇 〇 〇

46 〇
トレーニング
実技Ⅲ

適切なウォーミングアップとクールダウン、各部位ごと
のトレーニング方法（上・下肢と体幹）・ＳＡＱトレー
ニング、プライオメトリックトレーニングなどの様々な
トレーニング方法を学ぶことに加え、トレーニング効果
を上げるための声のかけ方や追い込み方などについても
学ぶ。

3
通

60 2 〇 〇 〇

47 〇
エアロビック
エクササイズ
Ⅰ

エアロビクスを理解し動きながら効果等説明できるよう
になることを目標とする。

1
通

60 2 〇 〇 〇

48 〇
エアロビック
エクササイズ
Ⅱ

エアロビクスを理解し動きながら効果の説明 指示出し
が出来るようになることを目標とする。

2
通

60 2 〇 〇 〇

49 〇
エアロビック
エクササイズ
Ⅲ

エアロビクスを理解し動きながら効果の説明 指示出し
が出来るようになることを目標とする。

3
通

60 2 〇 〇 〇

50 〇
エアロビック
エクササイズ
（選択必修）

エアロビックエクササイズを通じて、体力作り及びリズ
ム感を養い、簡単なリードが取れるようになる。

3
通

60 2 〇 〇 〇



51 〇
アクアエクサ
サイズⅠ

基本動作と変化要素を習得。実際の指導を想定し、的確
な指導ができるようにする。

1
通

60 2 〇 〇 〇

52 〇
アクアエクサ
サイズⅡ

基本動作と変化要素の実際とトーニングプログラムの基
本を習得する。有酸素運動とトーニングの組み合わせた
プログラムが指導できるようになる。

2
通

30 2 〇 〇 〇

53 〇
アクアエクサ
サイズⅢ

基本動作と変化要素の実際とトーニングプログラムの基
本を習得する。有酸素運動とトーニングの組み合わせた
プログラムが指導できるようになる。

3
通

30 2 〇 〇 〇

54 〇
レ ク リ エ ー
ション理論・
演習

レクリエーションの意味と役割、関連する用語について
学習すると共に、実技を通して総合的にレクリエーショ
ンの理解を深化させる。

1
前

30 1 〇 〇 〇

55 〇 水泳Ⅰ

水泳の基本的な技術（クロール、背泳ぎ、平泳ぎ、バタ
フライ）を習得する力をつける。4泳法の25mのタイム
アップと、100m個人メドレーの完泳を目指す。また、泳
力検定の記録目標に努力する。授業内に後期実技試験を
行う。（泳力検定も実技試験内に行う）。【試験】・4種
目25mの記録更新・個人メドレー100mの完泳

1
通

60 2 〇 〇 〇

56 〇 水泳Ⅱ

水泳（4泳法）の技術と周辺技術（スタート・ターン）の
向上を目指す。4種目の50ｍのタイムアップ。個人メド
レー（200ｍ）を完泳、泳力検定の記録目標に努力する。
授業内に後期実技試験を行う（泳力検定も実技試験内に
行う）。【試験】・4種目50ｍの記録の更新・個人メド
レー200ｍの完泳

2
通

60 2 〇 〇 〇

57 〇 水泳Ⅲ

水泳（4泳法）の技術と周辺技術（スタート・ターン）の向上を目
指す。4種目の50ｍのタイムアップ。個人メドレー（200ｍ）を完
泳、泳力検定の記録目標に努力する。授業内に後期実技試験を行
う（泳力検定も実技試験内に行う）。【試験】・4種目50ｍの記録
の更新・個人メドレー200ｍの完泳

3
通

60 2 〇 〇 〇

58 〇
水泳（選択必
修）

水泳の基本的な技術（クロール、背泳ぎ、平泳ぎ、バタ
フライ）を習得した者が、さらに技術的な習得によりレ
ベルアップを図ることを目的とする。また指導者の観点
から水泳を捉え、動作のメカニズムについて説明がてぎ
るよう指導していく

3
通

60 2 〇 〇 〇

59 〇
パラスポーツ
演習Ⅰ

障害のある人たちが行うスポーツ競技の世界に触れ、障
害の種類や障害の程度に応じて決められるルールや用具
についての理解を深める

2
後

30 1 〇 〇 〇

60 〇
パラスポーツ
演習Ⅱ

パラリンピックやスペシャルオリンピックスの活動につ
いて理解を深め、競技者との関わりについて理解を深め
る

3
後

30 1 〇 〇 〇 〇

61 〇
生涯スポーツ
演習Ⅰ

生涯を通じて、健康の保持・増進やレクリエーションを
目的に『だれもかいつでも、どこでも気軽に参加でき
る』スポーツについて触れていく

2
後

30 1 〇 〇 〇

62 〇
生涯スポーツ
演習Ⅱ

社会の健康と福祉の向上を促すことをスポーツを通じて
学ぶ。一人ひとりのライフスタイルに応じた運動とは何
かを自身の体験を通して学習していく

3
後

30 1 〇 〇 〇 〇

63 〇
スポーツコン
ディショニン
グ

コンディショニングの概要・方法について学習し、さら
に実践的な競技別のコンディショニング方法を実技を通
して学習する。

1
通

60 2 〇 〇 〇

64 〇 ボディケアⅠ
各トレーニングの特徴、行い方、注意点などを説明し、
実際に行う。各トレーニングと体力要素の関係を理解
し、特異性を考慮したトレーニングを学ぶ。

1
通

60 2 〇 〇 〇



65 〇 介護予防運動
高齢者のための筋力向上トレーニングをはじめとしてた
介護予防プログラムの作成や運動指導法について理解を
深めていく。

2
後

30 1 〇 〇 〇

66 〇 保育実技Ⅰ
幼児に対しての音楽・造形・言語表現に対する基本的な
技術の習得を目指す

1
前

60 2 〇 〇 〇

67 〇 保育実技Ⅱ
幼児に対しての音楽・造形・言語表現に対する応用的な
技術習得を目指す

2
前

60 2 〇 〇 〇

68 〇 保育実技Ⅲ
幼児に対しての音楽・造形・言語表現に対する実践を通
じた技術習得を目指す

3
前

60 2 〇 〇 〇

69 〇
スクーバダイ
ビングⅠ(1年
次)

ダイビングライセンスの資格取得に向け知識や技術を理
解していく オープン・ウォーター・ダイバー程度の講
習内容

1
前

60 2 〇 〇 〇

70 〇
スクーバダイ
ビングⅠ(2年
次)

ダイビングライセンスの資格取得に向け知識や技術を理
解していく オープン・ウォーター・ダイバー程度の講
習内容

2
前

60 2 〇 〇 〇

71 〇
スクーバダイ
ビングⅠ(3年
次)

ダイビングライセンスの資格取得に向け知識や技術を理
解していく オープン・ウォーター・ダイバー程度の講
習内容

3
前

60 2 〇 〇 〇

72 〇
スクーバダイ
ビングⅡ(1年
次)

ダイビングライセンスの資格取得に向け知識や技術を理
解していく アドバンスド・オープン・ウォーター・ダ
イバーレベルを目指していく

1
前

30 1 〇 〇 〇

73 〇
スクーバダイ
ビングⅡ(2年
次)

ダイビングライセンスの資格取得に向け知識や技術
を理解していく アドバンスド・オープン・ウォー
ター・ダイバーレベルを目指していく

2
前

30 1 〇 〇 〇

74 〇
スクーバダイ
ビングⅡ(3年
次)

ダイビングライセンスの資格取得に向け知識や技術
を理解していく アドバンスド・オープン・ウォー
ター・ダイバーレベルを目指していく

3
前

30 1 〇 〇 〇

75 〇
ス キ ー (1 年
次)

ウィンタースポーツの代表といえるアルペンスキー
を経験し、その技術や安全管理、指導法、およびス
キー場のマナーを学ぶ。また、雪や自然環境に触
れ、仲間と共に過ごしながら3泊4日の実習を行う。

1
後

30 1 〇 〇 〇

76 〇
ス キ ー (2 年
次)

ウィンタースポーツの代表といえるアルペンスキーを経
験し、その技術や安全管理、指導法、およびスキー場の
マナーを学ぶ。また、雪や自然環境に触れ、仲間と共に
過ごしながら3泊4日の実習を行う。

2
後

30 1 〇 〇 〇

77 〇
ス キ ー (3 年
次)

ウィンタースポーツの代表といえるアルペンスキーを経
験し、その技術や安全管理、指導法、およびスキー場の
マナーを学ぶ。また、雪や自然環境に触れ、仲間と共に
過ごしながら3泊4日の実習を行う。

3
後

30 1 〇 〇 〇

78 〇
三 浦 マ リ ン
キャンプ

三浦にある海洋合宿施設を利用し2泊3日にてマリンプロ
グラム体験を行う。主にシーカヤックやスキンダイビン
グを体験し、海の美しさや、自然の広大さを知る機会と
する

1
後

30 1 〇 〇 〇

79 〇
阿南海洋キャ
ンプ

徳島県にある海洋合宿施設を利用して3泊4日のマリンプ
ログラム体験を行う。主にヨットやディンギー、カッ
ターなどを体験

2
後

30 1 〇 〇 〇



80 〇
就活キックオ
フキャンプ

就職活動対象学年に向け、2泊3日で合宿を行う。就職模
擬試験や模擬面接指導、企業エントリー方法やエント
リーシートの書き方等、就職内定に向けて対策を行って
いく

2
後

30 1 〇 〇 〇

81 〇
ワークキャン
プ

富士山にある野外教育施設にて2泊3日でキャンプを実施
していく。卒業制作や植樹体験等を行う

3
後

30 1 〇 〇 〇

82 〇
ダ イ ビ ン グ
キャンプ(1年
次)

室内プール実技実習、海洋実習を通して、ダイビングラ
イセンス「Cカード」の取得を目指していく 3泊4日の海
洋合宿となる

1
前

30 1 〇 〇 〇

83 〇
ダ イ ビ ン グ
キャンプ(2年
次)

室内プール実技実習、海洋実習を通して、ダイビングラ
イセンス「Cカード」の取得を目指していく 3泊4日の海
洋合宿となる

2
前

30 1 〇 〇 〇

84 〇
ダ イ ビ ン グ
キャンプ(3年
次)

室内プール実技実習、海洋実習を通して、ダイビングラ
イセンス「Cカード」の取得を目指していく 3泊4日の海
洋合宿となる

3
前

30 1 〇 〇 〇

85 〇
フ ィ ー ル ド
ワーク（夏期
実習）

企業スポーツや学校スポーツ等の現場体験を通じて、組
織活動における社会的通念を身につける。また体験活動
を通して職業選択や就職活動への道を開く力をつける。

1
後

180 6 〇 〇 〇 〇

86 〇
イ ン タ ー ン
シップ（夏期
実習）2年次

卒業後の進路を見据え、専門分野で現場実習を行い、そ
の過程において接客指導・施設運営管理・安全・指導技
術等を学ぶ

2
後

180 6 〇 〇 〇 〇

87 〇
イ ン タ ー ン
シップ（夏期
実習）3年次

2年次までの学習を踏まえ、卒業後の進路を見据え、専門
分野で現場実習を行い、その過程において接客指導・施
設運営管理・安全・指導技術等を学ぶ

3
後

180 6 〇 〇 〇 〇

88 〇
トレーナー現
場実習Ⅰ

スポーツチームの現場体験を通じて、トレーナーとして
の素養と組織活動における社会的通念を身につける。授
業で得た知識や技術を実体験の場でアウトプットできる
ようにする。

1
通

120 4 〇 〇 〇 〇

89 〇
トレーナー現
場実習Ⅱ

企業スポーツや学校スポーツ等の現場体験を通じて、ト
レーナーとしての素養と組織活動における社会的通念を
身につける。また体験活動を通して職業選択や就職活動
への道を開く力をつける。

2
通

120 4 〇 〇 〇 〇

90 〇
トレーナー現
場実習Ⅲ

企業スポーツや学校スポーツ等の現場体験を通じて、ト
レーナーとしての素養と組織活動における社会的通念を
身につける。また体験活動を通して職業選択や就職活動
への道を開く力をつける。

3
通

120 4 〇 〇 〇 〇

91 〇
ボランティア
演習(1年次)

地域におけるポランティア活動や被災地や災害支
援、マラソン大会やスポーツイベントでのサポート
等、社会におけるボランティア活動の意義について
理解していく

1
後

30 1 〇 〇 〇

92 〇
ボランティア
演習(2年次)

地域におけるポランティア活動や被災地や災害支
援、マラソン大会やスポーツイベントでのサポート
等、社会におけるボランティア活動の意義について
理解していく

2
後

30 1 〇 〇 〇

93 〇
ボランティア
演習(3年次)

地域におけるポランティア活動や被災地や災害支
援、マラソン大会やスポーツイベントでのサポート
等、社会におけるボランティア活動の意義について
理解していく

3
後

30 1 〇 〇 〇

94 〇 ゼミナール
テーマを選択し、そのテーマについて資料を収集・
整理し、卒業レポート作成を行う。レポート発表会
に向け準備も行う

3
通

60 4 〇 〇 〇



95 〇
ホームルーム
Ⅰ

学級や学校における諸問題の解決、学級内の組織づくり
や業務の分担処理・自主的な活動、学校における多様な
集団の生活の向上を促す

1
通

60 4 〇 〇 〇

96 〇
ホームルーム
Ⅱ

自分自身をみつめ、理解をすることを重要視してく。自分自身の過去や経験、長所や短所を

振り返り、自己分析を行い、自分自身をまず理解したうえで、生き方や働き方について考え

ていく。また、社会で求められる能力はどのような能力があるのかを考え、学生生活で実践

できることを見つけて取り組んでいく。就職活動の具体的なスケジュール、企業研究の重要

性などについて理解し、円滑に就職活動を進めていくことができるように指導する。

2
通

60 4 〇 〇 〇

97 〇
ホームルーム
Ⅲ

アビジョンや自己分析に基づいて就職活動を進めていくよう個人面談を行
い、指導する。就職活動だけでなく、「社会人として必要な能力」について
考え、社会人基礎力を高めるよう指導する。社会人として必要なビジネスマ
ナーや労務知識、マネー管理について指導する。

3
通

60 4 〇 〇 〇

0

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合計 4980単位時間(      単位)

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週
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